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国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長　

櫻
井　
孝

認
知
症
予
防
の
た
め
の
多
因
子
介
入
研
究：

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究

は
じ
め
に

　

最
近
、
レ
カ
ネ
マ
ブ
が
認
知
機
能
低
下
を

抑
制
し
た
と
す
る
報
告
が
あ
り
、
臨
床
で
の

使
用
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
病
態
修
飾

薬
に
は
有
害
事
象
や
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
非
薬
物
療
法
に
よ
る
認
知
症
の
発
症

予
防
、
進
行
抑
制
法
の
確
立
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
ラ
ン
セ
ッ
ト
国
際
委
員
会
は
、

２
０
２
０
年
に
認
知
症
の
改
善
可
能
な
危
険

因
子
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
１

。
小
児

期
の
教
育
歴
、
中
年
期
（
45
歳
以
上
65
歳

未
満
）
の
聴
力
障
害
、
高
血
圧
、
肥
満
、
頭

部
外
傷
、
ア
ル
コ
ー
ル
（
﹀168g/
週
）、

高
齢
期
（
65
歳
以
上
）
の
喫
煙
、
う
つ
病
、

身
体
不
活
動
、
社
会
的
孤
立
、
糖
尿
病
、
大

気
汚
染
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
善
可
能
な
危

険
因
子
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
世

界
の
認
知
症
発
症
の
約
40
％
を
遅
延
・
予

防
で
き
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
危
険
因
子
に
個
別
に
介
入
を

行
っ
て
も
認
知
機
能
低
下
・
認
知
症
の
抑
制

効
果
は
限
ら
れ
て
お
り
、
複
数
の
危
険
因
子

に
同
時
に
介
入
す
る
多
因
子
介
入
研
究
が
世

界
で
も
標
準
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
に

お
い
て
も
２
０
１
９
年
度
よ
り
「
認
知
症
予

防
を
目
指
し
た
多
因
子
介
入
に
よ
る
ラ
ン
ダ

ム
化
比
較
試
験
（
Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）」
が
行

わ
れ
た
２

。

Ｊ︲

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究

　

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
の
目
的
は
、
多
因
子

介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
知
機
能
低
下
抑
制
に

対
す
る
有
効
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
加

え
、
血
液
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
、
オ
ミ
ッ
ク
ス

解
析
、
脳
画
像
解
析
を
駆
使
し
認
知
機
能
低

下
抑
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
新
た
な
認
知
症
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
・
社
会
実
装
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
の
概
略
を
図
１
に
ま

と
め
た
。
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、

名
古
屋
大
学
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
藤
田
医

科
大
学
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
多
施
設
共
同
研
究
で
あ
る
。
18
カ

月
間
に
わ
た
る
多
因
子
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
生
活
習
慣
病
の
管
理
、
運
動
指
導
、
栄

養
指
導
、
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
構
成
さ
れ

る
。
運
動
指
導
、
栄
養
指
導
、
認
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
民
間
企
業
に
委
託
し
た
（
図
２
）。

　

生
活
習
慣
病
の
管
理
は
、
各
実
施
医
療
機

関
ま
た
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
っ
て
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
に
対
し
て
各

疾
患
の
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た

管
理
が
行
わ
れ
た
。
対
照
群
に
対
し
て
は
、

２
カ
月
に
１
回
の
頻
度
で
健
康
に
関
す
る
資

料
（
認
知
症
、
フ
レ
イ
ル
、
低
栄
養
、
生
活

習
慣
病
、睡
眠
、腰
痛
、

転
倒
、
活
動
量
の
向

上
、
閉
じ
こ
も
り
）

を
配
付
し
、
６
カ
月

毎
に
実
施
さ
れ
る
評

価
時
に
健
康
に
関
す

る
相
談
を
受
け
た
。

　

介
入
群
で
の
運
動

指
導
は
、
１
回
90
分
、

週
に
１
回
の
頻
度
で

運
動
教
室
を
開
催
し
、

有
酸
素
運
動
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
（
運
動

と
認
知
課
題
を
組
み

合
わ
せ
た
２
重
課
題

運
動
）、
行
動
変
容
を

促
す
た
め
の
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
た
。

　

栄
養
指
導
は
、
健
康
相
談
員
（
管
理
栄

養
士
、
保
健
師
、
看
護
師
）
に
よ
る
面
談

（
１
回
60
分
）
と
１
カ
月
毎
の
電
話
相
談

４
回
（
１
回
10
～
15
分
）
を
１
セ
ッ
ト
と

し
、
３
セ
ッ
ト
実
施
さ
れ
た
。
指
導
内
容

は
、
食
事
回
数
や
起
床
・
就
寝
時
間
な
ど
の

生
活
リ
ズ
ム
や
、
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

（
２
０
２
０
年
度
版
）
に
基
づ
い
た
食
品
摂

取
の
目
安
量
、
多
様
性
豊
か
な
食
事
、
認
知

症
予
防
に
対
す
る
有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
る

栄
養
素
・
食
材
の
情
報
提
供
や
摂
取
、
禁
煙

支
援
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る
口
腔

図１ J-MINT研究の概略

 多施設共同オープンラベルランダム化⽐較試験

 選択基準:65-85歳、軽度の認知機能低下を有する
 NCGG-FATで1ドメイン 以上の低下

除外基準: 認知症（MMSE<24, 要介護1以上）

 多因⼦介⼊（18か⽉）
⽣活習慣病の管理、運動、栄養指導、認知トレーニング

 主要評価項⽬: 認知機能コンポジットスコア
副次評価項⽬︓認知機能検査、バイオマーカー、ADL、フレイル、MRI所⾒、薬剤数

 サンプルサイズ︓ 500 (介⼊群250, 対照群250)

認知症リスクの評価

Sugimoto T, et al. J Prev Alzheimers Dis. 2021（⽂献２）

図１　J-MINT研究の概略
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か
し
、
研
究
プ
ロ
ト
コ
ル
の
修
正
を
行
い
、

２
０
２
１
年
５
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発

出
さ
れ
た
際
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
ビ
デ
オ

チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
活
用

し
、
運
動
教
室
を
実
施
し
た
。
全
共
同
研
究

施
設
の
介
入
お
よ
び
最
終
評
価
は
２
０
２
３

ケ
ア
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
１
日
30
分
、
週
４
回
以
上
の
認

知
機
能
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Brain HQ

）
を

提
供
し
た
。
神
経
心
理
検
査
を
含
む
ア
ウ

ト
カ
ム
の
評
価
は
、
初
回
評
価
、
６
カ
月
、

12
カ
月
、
18
カ
月
時
に
行
っ
た
。

　

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
は
２
０
１
９
年
11

月
よ
り
開
始
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
２
０
２
１
年

１
月
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
際
に

は
、
介
入
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し

図２ J-MINT研究のフロー

タブレットの貸与
リストバンド型活動量計の配布
モニタリング⽤のファイルの配布

Sugimoto T, et al. J Prev Alzheimers Dis. 2021（⽂献２）

1. MCIの進⾏予防・⼼理的⽀
援について⽂献調査

2. 全38項⽬について解説
（⽂字は⼤きく平易な⽂章で）
３．⼿引きに沿った指導による介

⼊研究を開始
４．当事者からのフィードバックを得

て改訂

国立研究開発法人｠国立長寿医療研究センター

あたまと
からだを

元気にする

MCI
ハンドブック

3 / 30

図３ 多因⼦介⼊を普及するための啓発資材 “MCIの⼿引き”

厚労科研︓軽度認知障害の⼈における進⾏予防と精神⼼理的⽀援のための⼿引き作成と介⼊研究

スマホ版 https://www.ncgg.go.jp/ncgg-overview/pamphlet/documents/mcihandbook.pdf
WEB版 https://www.ncgg.go.jp/ncgg-overview/pamphlet/p-mci.html

図２　J-MINT研究のフロー

図３　多因子介入を普及するための啓発資材　“MCIの手引き”

年
に
終
了
し
た
。
現
在
、
デ
ー
タ
解
析
中
で

あ
る
。

多
因
子
介
入
の
社
会
実
装
に
向
け
て

　

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
実
装
科
学
に
基
づ
い
た
社
会
実
装
が

あ
る
。
Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
は
、
理
想
的
な

条
件
下
で
示
さ
れ
た
効
果
（efficacy

）
で

あ
り
、
社
会
実
装
で
は
様
々
な
阻
害
要
因
や

促
進
因
子
が
あ
る
現
実
的
な
条
件
下
で
示
さ

れ
た
効
果
（effectiveness

）
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

　

Ｊ-

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
研
究
を
行
う
な
か
で
、
社

会
実
装
に
は
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
①
高
齢
者
の
認
知
機
能
・
身
体
機
能
は

多
様
で
あ
り
、
画
一
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
社
会
実
装
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
②
参
加

者
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
性
が
重
要
で
あ
る

が
、
軽
度
認
知
障
害
を
理
解
し
た
指
導
者
や

運
動
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、③
教
室
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の
課
題
、

感
染
対
策
な
ど
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
、
④
評
価
の
た
め
の

デ
ー
タ
収
集
法
と
デ
ー
タ
管
理
の
在
り
方
で

あ
る
。

　

な
か
で
も
人
材
育
成
は
重
要
で
、
啓
発

資
材
と
し
て
、
私
た
ち
は″
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
手
引

き
”
（
図
３
）
を
作
成
し
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の

予
防
の
た
め
の
知
識
を
整
理
し
、
全
38
項

目
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
厚
労
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
た

い
へ
ん
好
評
を
得
て
い
る
。
フ
リ
ー
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ご

活
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　

当
院
は
機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
で
あ
り
、
訪
問
診
療
と
外
来
診
療
を
行
っ

て
い
る
。
訪
問
診
療
に
関
し
て
は
、
主
に
東

京
都
渋
谷
区
と
港
区
の
方
を
対
象
と
し
て
お

り
、
認
知
症
疾
患
や
脳
神
経
疾
患
を
有
し
て

い
る
高
齢
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
を
診
療
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
特

徴
を
捉
え
る
こ
と
は
肝
要
で
あ
る
。
ま
ず
、

高
齢
者
は
複
数
の
疾
病
を
有
し
、
そ
の
た
め

に
複
数
の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
結
果
的
に
多
剤
併
用
に
な
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
内
服
管
理
が

可
能
な
方
は
一
部
に
限
ら
れ
る
。こ
の
た
め
、

内
服
管
理
の
方
法
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
共
に
、
抱
え
て
い
る
全
て
の
疾
病
を
治
療

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ

き
と
な
る
。
次
に
、
高
齢
者
の
居
住
環
境
も

一
様
で
は
な
い
。
独
居
、
老
老
介
護
、
認
認

訪
問
診
療
の
現
場
か
ら
考
え
る
認
知
症
予
防

第
３
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
学
術
集
会
・
大
会
長
講
演

医
療
法
人
社
団
礼
恵
会
む
す
び
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
渋
谷
副
院
長　

荒
川
千
晶

介
護
な
ど
で
は
生
活
に
困
難
が
伴
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方
も
い
る
。
ま
た
、
家
族
背

景
も
異
な
っ
て
お
り
、
家
族
が
同
居
し
て
い

て
も
、
日
中
は
仕
事
に
出
て
い
て
介
護
を
担

え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
特
徴
を
基
盤
と
し

て
、
在
宅
医
療
で
重
要
と
な
る
視
点
は
、「
医

学
の
視
点
」
と
「
介
護
・
看
護
の
視
点
」
の

双
方
を
認
識
し
、「
本
人
の
日
常
生
活
を
安

全
に
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き

か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
慮
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

訪
問
診
療
は
通
常
の
外
来
診
療
と
比
し

て
、明
ら
か
に
自
宅
の
状
況
は
見
え
や
す
い
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
自
宅
は
片
付
い
て
い

る
か
」「
家
具
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
」「
自
宅
内
の
動
線
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
」「
エ
ア
コ
ン
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
使
え

て
い
る
か
」「
家
族
と
の
関
係
性
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
」「
残
薬
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
」
な
ど
で
あ
る
。
外
来
診
療
で
は
見
え
な

い
も
の
を
実
際
に
見
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

認
知
症
の
方
の
生
活
を
リ
ア
ル
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
医
療
・
介
護
双
方
の

視
点
に
お
い
て
非
常
に
有
用
と
な
る
。

認
知
症
の
１
次
予
防

　

認
知
症
の
危
険
因
子
と
し
て
、
若
年
期
に

お
け
る
低
教
育
歴
、
中
年
期
に
お
け
る
高
血

圧
や
肥
満
、
難
聴
、
外
傷
性
脳
損
傷
、
ア
ル

コ
ー
ル
、老
年
期
に
お
け
る
喫
煙
や
糖
尿
病
、

う
つ
、
身
体
不
活
動
、
社
会
的
孤
立
、
大
気

汚
染
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
関

し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
整
え
る
こ
と

で
改
善
が
望
ま
れ
る
要
素
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
身
体
不
活
動
や
社
会
的
孤
立
の
要
素
に
も

前
向
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

身
体
不
活
動
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、
特
に
高

齢
者
に
お
い
て
は
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
の
進
行
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら

な
る
身
体
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
に
も
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
積
極
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
構
築
で
き
る
か
は
大
切
な
要
素

と
な
る
。

　

訪
問
診
療
の
現
場
に
お
い
て
も
、
認
知
症

の
方
が
一
人
で
自
宅
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
通
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
を
勧
め
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
の

管
理
を
行
う
な
ど
の
工
夫
が
大
切
と
な
る
。

認
知
症
の
２
次
予
防

　

軽
度
認
知
障
害
（M

ild Cognitive 
Impairment

：M
CI

）
や
軽
症
の
認
知

症
の
方
に
対
し
て
非
薬
物
的
な
介
入
を
行
う

こ
と
で
、
認
知
症
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
２

次
予
防
の
目
的
と
な
る
。

　

高
齢
者
は
視
覚
や
聴
覚
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
五
感
機
能
の
低
下
を
来
し
や
す
く
、
五
感

の
喪
失
は
日
常
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、

趣
味
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め
な
い
こ

と
に
も
繋
が
る
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
の
一

人
一
人
に
、
人
生
で
積
み
重
ね
て
き
た
多
様

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
職
業
歴
や

特
技
、
趣
味
も
個
々
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
個
々
の
状
況
を
基
礎
と
し
て
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
、
本
人
が
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
選
択
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
訪
問
診
療
の
現
場
で
は
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
拒
否
す
る
方
に
出
会
う
こ
と
も

多
い
。
そ
の
際
に
は
、「
な
ぜ
行
き
た
く
な

い
の
か
」
を
本
人
か
ら
聞
き
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。他
者
と
の
交
流
が
苦
手
な
の
か
、

時
間
を
持
て
余
す
か
ら
行
き
た
く
な
い
の

か
、
自
分
は
自
立
で
き
て
い
る
と
い
う
思
い

が
あ
る
か
ら
行
き
た
く
な
い
の
か
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
く
な
い
の
か
な
ど
、「
行

き
た
く
な
い
原
因
」
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
再
度
利
用
で
き
る
か

ど
う
か
の
対
策
が
講
じ
や
す
く
な
る
こ
と
も

多
い
。

認
知
症
の
３
次
予
防

　

認
知
症
の
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安

を
抱
え
な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。
記
憶

障
害
や
実
行
機
能
障
害
な
ど
複
雑
に
障
害
が

組
み
合
わ
さ
り
、
そ
こ
に
行
動
心
理
症
状
も

加
わ
る
こ
と
で
日
常
生
活
が
阻
害
さ
れ
て
し

ま
う
。

　

こ
の
よ
う
な
本
人
の
思
い
を
理
解
し
、
本

人
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
目
指
す
こ
と
が
３
次

予
防
の
主
眼
と
な
る
。

　

認
知
症
の
方
の
残
存
能
力
は
過
小
評
価
さ

れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
本
人
の

意
欲
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
残

存
能
力
を
把
握
し
、
本
人
が
生
活
の
中
で
で

き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

こ
と
を
見
極
め
、
本
人
の
主
体
性
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
。

　

主
に
介
護
を
担
う
の
は
家
族
に
な
る
が
、

本
人
の
思
い
と
家
族
の
思
い
が
一
致
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
家
族
に
も

認
知
症
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
関
わ
り
を
有
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
も
３
次
予
防
の
柱
と
な

る
。

　

認
知
症
の
方
の
意
思
決
定
に
関
し
て
も
、

そ
の
能
力
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
慎
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
人
生
の
最
期
は
ど
う

す
る
の
か
」「
ど
こ
で
暮
ら
し
た
い
か
」「
財

産
や
土
地
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
の
大
切

な
課
題
に
関
し
て
、
本
人
の
意
思
を
無
視
す

る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
認
知

症
の
方
に
対
し
て
、
時
間
を
か
け
て
平
易
な

言
葉
で
説
明
を
繰
り
返
し
、
本
人
が
意
思
を
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耳
か
ら
始
め
る
認
知
症
予
防
へ
の
取
り
組
み

～
老
年
期
の
難
聴
と
認
知
機
能
の
過
小
評
価
の
リ
ス
ク
対
策
～

第
３
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
学
術
集
会
・
教
育
講
演

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

聴
脳
科
学
総
合
研
究
所　
所
長

中
石
真
一
路

形
成
し
て
、
周
囲
に
そ
の
意
思
を
表
明
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
本
人
が
表
明
し
た
意
思
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
家
族
の
み
な
ら
ず
医
療
・
介
護

関
係
者
な
ど
が
チ
ー
ム
と
な
り
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

訪
問
診
療
で
は
認
知
症
の
本
人
の
み
な
ら

ず
、
家
族
や
ケ
ア
に
携
わ
る
方
た
ち
と
時
間

を
取
っ
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
多

い
。
本
人
の
思
い
、
家
族
の
思
い
、
介
護
関

係
者
の
思
い
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、
お
互
い

の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
本
人
に
と
っ

て
最
善
と
考
え
ら
れ
る
治
療
や
ケ
ア
を
選
択

し
や
す
く
な
り
、
ま
た
途
中
で
方
針
転
換
が

あ
っ
た
場
合
に
も
対
応
し
や
す
く
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
難
聴
の
課
題

　

加
齢
に
伴
う
聴
力
の
低
下
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
認
知

機
能
や
心
理
状
態
な
ど
多
岐
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て

軽
度
以
上
の
加
齢
性
難
聴
を
持
つ
高
齢
者
は

１
５
０
０
万
～
１
６
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

聴
力
は
日
常
生
活
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
情
報
習
得
の
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
機
能
で
す
。
難
聴
高

齢
者
は
周
囲
の
人
た
ち
と
ス
ム
ー
ズ
な
会

話
が
難
し
く
な
る
た
め
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
と
い
う
困
難
を
抱

え
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
難

聴
が
あ
る
と
理
解
が
不
十
分
な
ま
ま
行
動

す
る
た
め
、
認
知
症
患
者
の
よ
う
な
扱
い
を

受
け
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
（
大
前
、

２
０
０
５
）。

老
人
性
難
聴
と
は

　

老
人
性
難
聴
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ
る

聴
力
の
低
下
で
あ
り
、
特
に
高
周
波
音
を
聞

き
取
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
で
行
う
純
音
聴
力
検
査
で

は
そ
れ
ほ
ど
聴
力
低
下
は
な
く
て
も
、
言
葉

を
聞
き
取
る
能
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
そ
の
場
合
騒
音
下
で
の
会
話
や
、
会

議
な
ど
で
の
複
数
人
の
会
話
に
お
い
て
言
葉

の
理
解
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

外
来
受
診
時
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
大
き
な

声
で
話
し
て
い
て
も
、
音
と
し
て
は
聞
こ
え

る
も
の
の
言
葉
と
し
て
聞
き
と
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
は
「
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と

の
思
い
か
ら
聞
こ
え
た
ふ
り
を
周
囲
が
気
づ

か
ず
、
結
果
と
し
て
難
聴
の
早
期
発
見
が
遅

れ
る
な
ど
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

右
の
図
は
、
加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
の
イ

メ
ー
ジ
図
で
す
。
縦
軸
が
音
の
大
き
さ
、
横

軸
が
音
の
低
さ
高
さ
を
表
し
て
お
り
、
左

が
低
い
音
、
右
に
い
く
ほ
ど
高
い
音
に
な

り
ま
す
。
折
れ
線
が
下
に
行
く

ほ
ど
聴
力
が
低
下
し
た
状
態
を

表
し
て
い
ま
す
。
40
歳
代
か
ら

４
０
０
０
Ｈ
ｚ
～
８
０
０
０
Ｈ

ｚ
の
比
較
的
高
い
周
波
数
に
あ

た
る
聴
力
が
低
下
し
始
め
、
50

歳
代
に
な
る
と
低
下
が
顕
著
に

現
れ
て
き
ま
す
。
60
歳
代
か
ら

さ
ら
に
低
下
が
進
ん
で
い
き
ま

す
。
波
線
枠
で
囲
ん
だ
周
波
数

帯
域
の
聴
力
が
低
下
す
る
と
、

①
言
葉
の
聞
き
分
け
が
難
し
く

な
る
、
②
雑
音
の
中
か
ら
聞
き
た
い
音
を
選

び
出
せ
な
く
な
る
、
な
ど
の
症
状
が
現
れ
て

き
ま
す
。

難
聴
が
認
知
症
検
査
へ
も
た
ら
す

影
響

　

難
聴
と
認
知
症
を
見
分
け
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
く
、
家
族
や
周
囲
の
方
々
に
認
知
機

能
の
過
小
評
価
を
受
け
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
筆
者
は
認
知
症
検
査
に
お
け
る
難
聴

の
影
響
に
着
目
し
、
平
成
30
年
度　

老
人

保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金　

老
人
保
健
健

康
増
進
等
事
業
に
て
「
聴
覚
理
解
低
下
が
認

知
機
能
検
査
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
実
態

調
査
」を
福
岡
大
学
脳
神
経
内
科
に
お
い
て
、

Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
も
し
く
は
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
27

名
を
対
象
に
、
聴
力
低
下
が
認
知
機
能
検
査

に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

聴
覚
理
解
の
困
難
が
み
ら
れ
る
被
験
者

に
対
す
る
認
知
機
能
検
査
（mini-mental 

state test

：MMSE

）
に
お
い
て
対
話
支
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
聞
こ
え
の
環
境
改
善
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
21
人
（
77
・
８
％
）
の
検

査
結
果
が
向
上
し
、
平
均
２
・
２
点
の
上
昇
、

最
大
６
点
向
上
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
77
・
８
％
の
方
が
聞
こ
え
環
境
を
改

善
し
た
再
検
査
に
お
い
て
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
点
数

が
改
善
し
ま
し
た
。

　

難
聴
の
有
無
が
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に

対
し
て
大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
７
月
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
会
議
（
Ａ
Ａ
Ｉ
Ｃ
）
に
お
い
て
ラ
ン

セ
ッ
ト
国
際
委
員
会
か
ら
「
難
聴
」
は
「
高

血
圧
」「
肥
満
」「
糖
尿
病
」
な
ど
と
と
も
に

認
知
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
２
０
２
０
年
に
は
、「
予
防
可
能
な

40
％
の
12
の
要
因
の
中
で
、
難
聴
は
認
知

症
の
最
も
大
き
な
危
険
因
子
で
あ
る
」
と
い

う
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
す
ま
す
認
知
症
予
防

と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
国
内
外
の
研
究
に
よ
っ
て
、
難
聴

の
た
め
に
、
音
の
刺
激
や
脳
に
伝
え
ら
れ
る

情
報
量
が
少
な
い
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
脳
の
萎
縮
や
、
神
経
細
胞
の
弱
ま
り

が
進
み
、
そ
れ
が
認
知
症
の
発
症
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
７
月
、
愛
媛
大
学
は
、
認

知
症
発
症
前
の
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
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と
難
聴
の
関
連
性
を
研
究
し
、
難
聴
が
軽
度

認
知
障
害
有
症
率
の
上
昇
に
有
意
に
関
連
す

る
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
認
知

症
の
予
防
の
視
点
か
ら
も
「
難
聴
」
に
つ
い

て
は
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
検
査
に
お
け
る

難
聴
高
齢
者
の
対
応

　
「
聴
覚
理
解
低
下
が
認
知
機
能
検
査
に
及

ぼ
す
影
響
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
結
果
か

ら
、
認
知
症
検
査
を
行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お

い
て
、
難
聴
の
高
齢
者
の
過
小
評
価
を
予
防

す
る
た
め
の
環
境
構
築
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

①
部
屋
の
反
響
や
騒
音
を

抑
え
る

　

反
響
や
騒
音
が
あ
る
部

屋
で
は
、
難
聴
の
患
者
さ

ん
の
場
合
さ
ら
に
言
葉
を

認
識
す
る
能
力
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
・
空
気
清
浄
機
や
そ
の

他
の
機
器
の
騒
音
が
な
い

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
室
内
の
壁
面
の
材

質
に
よ
り
音
が
反
響
し
て

い
る
場
合
も
多
く
、
反
響

を
抑
え
る
薄
型
の
吸
音
パ

ネ
ル
な
ど
を
活
用
し
静
か
な
お
部
屋
を
実
現

し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

②
適
切
な
距
離
と
最
適
な
声
量
で
の
対
話
を

心
が
け
る

　

難
聴
の
患
者
さ
ん
へ
の
大
き
な
声
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
怒
っ
て
い
る
と
勘

違
い
さ
れ
て
し
ま
い
、
患
者
さ
ん
の
自
尊
心

を
下
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相

手
の
気
持
ち
を
察
し
な
が
ら
個
人
的
な
こ
と

を
話
し
合
え
る
最
適
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
距
離
は
45
㎝
～
１
・
２
ｍ
の
「
個
人
的

距
離
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
15
㎝
～
45
㎝
の

距
離
は
「
密
接
距
離
」
と
な
り
、
慰
め
る
・

保
護
す
る
距
離
で
も
あ
る
も
の
の
、
喧
嘩
や

言
い
合
い
に
も
つ
な
が
り
易
い
距
離
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
密
接
距
離
で
の
大

声
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
患
者
の
耳

元
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
話
者
の
表
情
も
見
え

な
い
距
離
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
対
話
支
援
シ
ス
テ
ム

「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」を
活
用
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　

認
知
症
検
査
時
の
聴
力
の
影
響
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
も
議
論
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

研
究
文
献
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
現
在
も

検
査
前
の
聴
力
の
確
認
な
ど
は
積
極
的
に
は

行
わ
れ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
診

察
室
や
検
査
時
に
大
き
な
声
で
難
聴
高
齢
者

へ
の
対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、「
聞
こ

え
て
お
ら
ず
、答
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
と
「
聞

こ
え
て
い
る
が
、
答
え
ら
れ
な
い
」
は
全
く

別
で
あ
り
、
こ
の
判
断
に
迷
う
こ
と
を
的
確

に
切
り
分
け
る
た
め
に
も
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
高
齢
者
の
難
聴
の
正
し
い
理
解
を
日
本

認
知
症
予
防
学
会
の
先
生
方
と
一
緒
に
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次回のWeb講演会は、
2023年10月28日（土）公開予定です。
（オンデマンドで30日間開催します）
「認知症疾患の告知を考える」
繁田 雅弘
東京慈恵会医科大学精神医学講座
「若年性認知症患者への支援 
～ソーシャルワーク実践について～ 」
田形 美和
順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療センター
医療サービス支援センター医療福祉相談室

第12回日本認知症予防学会学術集会
2023年9月15日（金）・16日（土）・17日（日）

朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
 〒950-0078　新潟市中央区万代島6番1号

ハイブリッド開催

児玉 直樹（新潟医療福祉大学　医療技術学部　診療放射線学科）

認知症予防のための多職種協働と地域連携
URL　http://jsdp2023.umin.jp/index.html　

会 期

会 場

形 式

大 会 長

テ ー マ

「第13回日本認知症予防学会学術集会に向けて
東京都支部の展望」

9月16日（土） 17:30 ～ 19:00

　　　鈴木　正彦（東京慈恵会医科大学脳神経内科）
　　　荒川　千晶（医療法人社団礼恵会　むすび葉クリニック渋谷）

　　　鈴木　正彦（東京慈恵会医科大学脳神経内科）
　　　荒川　千晶（医療法人社団礼恵会　むすび葉クリニック渋谷）
　　　大津　陽子（NPO法人CIMネット）
　　　國枝　洋太（ 順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医

療センター　リハビリテーション科）
　　　松熊美千代（社会福祉法人　三井記念病院　臨床検査部）

シンポジウム12

座 長

演 者
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﹃
股
関
節
﹄﹃
胸
椎
・
肩
甲
上
腕
関
節
﹄
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
部
位
を
中
心

に
可
動
性
の
運
動
を
行
う
と
身
体
機
能
が
上

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

図
①
の
一
つ
目
は
足
関
節
可
動
域
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
運
動
で
、
足
首
を
持
ち
上

げ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
入
れ
柔
軟
性
を
確
保
し

た
後
に
自
分
の
力
で
足
首
を
持
ち
上
げ
る
運

動
で
す
。
こ
の
部
分
の
可
動
域
を
得
る
こ
と

で
歩
く
際
の
着
地
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま

す
。

　

図
①
二
つ
目
は
股
関
節
の
可
動
域
改
善
で

す
。
股
関
節
を
曲
げ
る
際
に
制
限
因
子
に
な

③上腕伸展ストレッチ→上腕伸展・肩甲骨内転運動

図②

る
臀
部
筋
群
を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
股
関
節
の
屈

曲
・
伸
展
運
動
をw

行
い
ま
す
。
こ
の
部

分
は
歩
く
際
の
股
関
節
の
動
き
や
ト
イ
レ
の

際
な
ど
に
ス
ム
ー
ズ
に
座
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
重
要
で
す
し
、
腰
痛
の
予
防
に
も
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
図
②
の
種
目
で
す
が
、
胸
椎
と
肩

甲
上
腕
の
動
き
に
な
り
ま
す
。
制
限
因
子
の

大
胸
筋
や
三
角
筋
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、

胸
を
張
り
腕
を
後
ろ
に
引
い
て
い
く
運
動
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
歩
く
際
の
腕
や

胸
椎
の
動
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ス
ム
ー

ズ
に
歩
け
た
り
、
腕
の
位
置
が
良
く
な
る
た

め
物
を
取
る
と
き
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
動
く

よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

実
際
の
現
場
で
も
高
齢
で
身
の
回
り
の
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
方
で
も
、
こ
の
よ
う
に

部
位
を
絞
っ
て
効
果
的
に
行
う
こ
と
で
、
多

く
の
方
の
身
体
機
能
が
向
上
し
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
改

善
し
て
お
り
ま
す
。

４
．
最
後
に

　

忙
し
い
現
代
人
や
高
齢
の
方
は
運
動
に
多

く
の
時
間
は
割
け
な
い
方
も
多
い
で
す
。

　

身
体
の
こ
と
を
理
解
し
、
絞
っ
て
運
動
を

す
る
こ
と
で
負
担
を
少
な
く
効
果
を
出
す
こ

と
が
可
能
で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
方
法
論

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
認
知
症
予
防

に
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
や

高
齢
者
の
外
出
自
粛
な
ど
で
、
多
く
の
方
の

身
体
機
能
が
落
ち
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

　

私
の
周
り
で
も
高
齢
の
親
が
歩
け
な
く

な
っ
た
・
身
体
の
機
能
が
落
ち
て
い
る
よ
う

で
身
の
回
り
の
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
な

ど
以
前
よ
り
多
く
聞
き
ま
す
。

２
．
身
体
機
能
を
上
げ
る
目
的

　

身
体
機
能
を
上
げ
る
目
的
は
、
活
動
し
や

す
い
身
体
に
し
、
日
常
生
活
を
円
滑
に
送
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
活
動
量
が
上
が
れ
ば
Ｂ
Ｄ

Ｎ
Ｆ
（
脳
由
来
神
経
栄
養
因
子
）
や
Ｉ
Ｇ

Ｆ-

１
（
イ
ン
ス
リ
ン
様
成
長
因
子
）
の
発

現
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
認
知
症
予
防
に

効
果
的
な
生
活
が
送
れ
る
と
考
え
ま
す
。

銀
座
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー　

菅
原
利
之

認
知
症
予
防
に
繋
が
る

身
体
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
組
み
立
て
方

第
３
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
学
術
集
会
・一般
演
題

　

身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
で
は
、

活
動
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
難
し
い
で
す
。

３
．
活
動
し
や
す
い
身
体
機
能
を

獲
得
す
る
方
法

　

今
回
は
身
体
機
能
を
獲
得
す
る
う
え
で
重

要
な
関
節
可
動
域
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

き
ま
す
。

　

関
節
可
動
域
と
は
、
自
分
の
筋
力
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
例
え
ば
、
前
屈
な
ど
で
十
分
な
柔
軟
性

が
あ
っ
て
も
上
手
く
動
か
せ
な
い
、
こ
れ
は

柔
軟
性
は
あ
る
が
可
動
性
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
柔
軟
性
を
あ

る
程
度
高
め
た
ら
、
そ
の
範
囲
で
動
か
す
練

習
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
身
体
の
中
で
も
可
動
性
が
重
要
な

部
位
と
安
定
性
が
重
要
な
部
位
で
分
か
れ
て

お
り
、可
動
性
が
重
要
な
部
位
は
﹃
足
関
節
﹄

①足関節背屈ストレッチ→背屈運動

②股関節筋群ストレッチ→股関節屈伸・伸展運動

図①
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高
齢
者
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴
っ

て
、
わ
が
国
に
お
け
る
認
知
症
有
病
率
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
軽
度
認
知
障
害
（mild 

cognitive impairment: MCI

）
の
有
病
率

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
15
～
25
％
、

罹
患
率
は
年
間
20
～
50
／
１
０
０
０
人
と

推
測
さ
れ
て
お
り
（
認
知
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
２
０
１
７
．）、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
か
ら
認
知
症
に

な
る
こ
と
を
「
コ
ン
バ
ー
ト
」「
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
し
て
か
ら
は
治
療
の
効
果
が
無
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
か
ら
認
知
症

へ
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
報
告
ご
と
に
異
な

る
が
、
お
お
よ
そ
年
間
６
～
15
％
で
あ
り
、

逆
に
Ｍ
Ｃ
Ｉ
か
ら
年
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
に

戻
る
リ
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
年
間
16

～
41
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

そ
こ
で
、
認
知
症
の
治
療
は
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
か
ら
対
症
療
法
を
開
始
す
る
治

療
法
か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
や
認
知
症
が
軽
度
の

段
階
で
治
療
を
開
始
し
て
、
コ
ン
バ
ー
ト

を
予
防
す
る
「
疾
患
修
飾
療
法
（Disease 

modifying therapy

）」
や
症
状
の
無
い
段

階
で
治
療
を
開
始
す
る
「
先
制
治
療
」
へ
と

シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
はPetersen

ら
の
基
準
に

よ
る
と
、
健
忘
を
主
体
と
す
る
健
忘
性

（amnestic

）
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
非
健
忘
性
に
分
け

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
一
領
域
の
認
知
機
能

障
害
で
あ
るsingle domein

と
複
数
領
域

の
認
知
機
能
障
害
で
あ
るmultiple domein

に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
か
ら
認
知

症
、
特
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
Ａ

Ｄ
）
に
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
す
る
リ
ス
ク
と
し

て
、
脳
脊
髄
液
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
蛋

白
、
脳
内
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
、
精
神
症
状
を

呈
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
リ
ス
ク
が
多
い
ほ
ど
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
可
能
性
は
強
く
な
る
。

　

Ａ
Ｄ
の
診
断
は
こ
れ
ま
で
は
臨
床
症
状
と

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
を
用
い
て
診
断
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
場
合
の
診
断
感
度
は
70
～
87
％

で
あ
り
、
特
異
度
が
44
～
71
％
と
必
ず
し

も
正
確
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
っ
た
。
近
年

で
は
、
Ａ
Ｄ
の
病
理
学
的
背
景
で
あ
る
脳
内

の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
病
理
や
タ
ウ
蛋
白
病
理

が
、
画
像
（
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
タ
ウ
蛋

軽
度
認
知
障
害
か
ら
の
進
行
の
リ
ス
ク

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
脳
神
経
病
態
学
分
野
特
任
教
授
聴
脳
科

九
段
坂
病
院
内
科（
脳
神
経
内
科
）部
長

三
條
伸
夫

白
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
や
脳
脊
髄
液
の
測
定
で
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
生
前
の
Ａ
Ｄ
の
診

断
は
、
脳
内
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
病
変
の
有
無
、

タ
ウ
蛋
白
病
理
の
有
無
、
神
経
変
性
の
有
無

な
ど
で
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
有
無
に
よ
る
予
後
予
測
が
よ
り
正

確
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
正
確
な
診

断
の
下
で
認
知
症
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
脳
脊

髄
液
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
測
定
は
、
限
ら

れ
た
施
設
で
し
か
検
査
が
う
け
ら
れ
な
い

た
め
、
一
般
の
医
療
機
関
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
診

断
す
る
際
に
は
、Montreal 

Cognitive Assessment

（MoCA

）
な
ど
の
、
よ
り

Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
対
し
て
高
感
度

（
93
％
）、高
特
異
度（
89
％
）

の
検
査
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
診
断

を
す
る
こ
と
が
適
当
と
考

え
ら
れ
る
。MoCA

は
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
や
認

知
症
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
診
断
に
も
優
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
臨
床

症
状
や
上
記
の
検
査
で
診

断
が
困
難
な
場
合
に
は
、

専
門
外
来
に
て
ア
ミ
ロ
イ

ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
タ
ウ
蛋
白
Ｐ

Ｅ
Ｔ
、
脳
脊
髄
液
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
治
療
の
目
標
と
し
て
は
、
将
来

的
に
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
阻
止
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
本
邦
で
抗
ア
ミ
ロ

イ
ド
療
法
に
よ
る
疾
患
修
飾
薬
が
承
認
さ
れ

て
い
な
い
（
２
０
２
３
年
７
月
現
在
）
こ
と

か
ら
、
論
文
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
抗

認
知
症
薬
を
使
用
し
な
が
ら
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の

点
数
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
や
悪
化
の
予
防
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、

血
管
性
や
代
謝
性
の
リ
ス
ク
因
子
は
、
そ
れ

自
体
が
血
管
内
皮
細
胞
障
害
な
ど
を
介
し

て
、
脳
の
ダ
メ
ー
ジ
に
関
与
す
る
だ
け
で
無

MCI コンバージョンとリバージョン

検診など

無症状 経過観察 薬物療法

脳の中に「何か」
が溜まる

軽いもの忘れ
軽度認知障害（MCI）

認知症
認知症

臨床病期 発症

く
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
病
理
や
タ
ウ
蛋
白
病
理
を

も
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
対
策

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期

的
な
身
体
活
動
を
行
っ
た
り
、
食
生
活
に
注

意
を
向
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。そ
し
て
、

近
年
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
も
認
知
症
の
リ
ス
ク
に
な

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
事
よ
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
対
策
を
し

て
、予
防
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（
図

２
）。

※
本
稿
は
第
10
回
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
（
７
月
29
日

～
８
月
27
日
）
の
抄
録
で
す
。

MCIコンバージョンまでの期間をmodifyする

検診など

無症状 経過観察 薬物療法

脳の中に「何か」
が溜まる

軽いもの忘れ
軽度認知障害（MCI）

認知症
認知症

臨床病期 発症

図1.

図2.

２
０
２
３
年
度
Ｗｅ
ｂ
講
演
会
抄
録
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こ
れ
ま
で
の
非
薬
物
療
法

（
活
動
・
レ
ク
）の
課
題

　

認
知
症
の
方
に
対
す
る
非
薬
物
療
法
は
、 

認
知
、
情
動
あ
る
い
は
感
覚
に
焦
点
を
あ
て

た
認
知
刺
激
療
法
、
回
想
法
、
音
楽
療
法
な

ど
様
々
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
は
非
薬
物
療
法

は
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
有
効
性

が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
臨
床
実
践
の
場
で
同
じ
介
入
方
法
（
例

え
ば
回
想
法
）
で
も
そ
の
効
果
は
対
象
者
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
み
な
さ
ま
も
実
感
さ

れ
る
か
と
思
う
。

　

活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
介
入
効
果

を
検
証
す
る
う
え
で
は
、
介
入
前
後
の
対
象

者
の
変
化
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
入

に
対
し
て
対
象
者
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
の
か
、
意
図
す
る
変
化
を
導
き
出
せ

た
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
対
象
者
の

大
阪
公
立
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

田
中 

寛
之

認
知
症
の
方
に
対
し
て

活
動（
レ
ク
）を
提
供
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

─
作
業
療
法
士
の
視
点
か
ら
─

２
０
２
３
年
度
Ｗｅ
ｂ
講
演
会
抄
録

介
入
に
対
す
る
取
り
組
み
を
良
く
す
る
た
め

に
介
入
内
容
や
言
葉
か
け
、
席
配
置
、
背
景

音
楽
な
ど
経
験
的
に
工
夫
す
る
こ
と
は
多
い

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
で
は
介
入

に
対
す
る
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
量
的

な
評
価
は
な
さ
れ
ず
経
験
的
な
記
述
的
評
価

の
み
に
と
ど
ま
り
、
効
果
検
証
の
た
め
の
交

絡
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

介
入（
活
動
・
レ
ク
）の

取
り
組
み
方
の
概
念
と
評
価

　

Cohenmans-field 

（2009

）
は
、
対
象
者

の
介
入
に
対
す
る
取
り
組
み
方
を
狭
義
の

“
Engagement”

と
定
義
し
、Engagement

の
水
準
が
認
知
症
者
の
情
動
や
行
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
述
べ
、

そ
し
て Engagement

の
概
念
モ
デ
ル

（Comprehensive Process M
odel of 

Engagement; CPME

）（
図
１
）
を
提
唱
し

た
。Engagement

は
分
野
や
領
域
に
よ
っ

て
は
多
様
な
定
義
が
あ
る
が
、
今
回
の
定
義

で
は
、Engagement

は
外
的
な
刺
激
に
対

し
て
関
与
も
し
く
は
、
従
事
し
て
い
る
そ
の

行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
に
お
い

て
、Engagement

は
用
い
る
活
動
そ
の
も

の
の
特
性
で
あ
る
刺
激
属
性
、
人
的
・
物
理

的
環
境
の
特
性
で
あ
る
環
境
属
性
、
対
象

者
の
好
み
や
認
知
機
能
な
ど
の
個
人
属
性
、

こ
れ
ら
３
つ
か
ら
影
響
を
受
け
る
も
の
で
、

Engagement

の
水
準
は
、
介
入
直
後
の
対

象
者
の
情
動
・
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
も

う
少
し
解
説
す
る
。
刺
激
属
性
と
は
、
動
物

介
在
療
法
な
ど
で
用
い
る
動
物
、
音
楽
療
法

の
音
楽
な
ど
、
そ
の
活
動
そ
の
も
の
が
持
つ

意
味
、
目
的
、
物
理
的
な
特
徴
を
指
す
。
環

境
属
性
と
は
、
騒
音
、
気
温
、
照
明
、
周
囲

の
人
間
の
数
、
な
ど
を
指
す
。
個
人
属
性
と

は
、
年
齢
や
性
別
、
趣
味
・
嗜
好
、
認
知
機

能
障
害
の
程
度
な
ど
を
指
す
。
さ
ら
に
、
刺

激
属
性
は
、Engagement

に
直
接
影
響
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
属
性
、
個
人
属

性
と
相
互
作
用
を
伴
っ
てEngagement

に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
認
知
症
者
に
対
し
て
活
動
を
提
供
し
、

よ
り
良
い
行
動
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
刺

激
・
環
境
・
個
人
の
３
つ
の
属
性
と
そ
れ
ら

の
相
互
作
用
も
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
。

活
動
・
レ
ク
の
効
果
を
見
出
す
た
め
に　

―Engagem
ent

の
評
価
に
つ
い
て
―

　

Engagement

を
数
値
と
し
て
量
的
に
、

そ
の
水
準
の
高
さ
を
示
す
に
は
ど
の
よ
う
な

手
段
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
複
数
の
評
価
尺

度
を
紹
介
す
る
。Engagement

の
評
価
に

は
、
東
大
式
観
察
評
価
ス
ケ
ー
ル
や
、
音
楽

療
法
で
用
い
る
ア
ル
ボ
ー
ス
式
音
楽
療
法

評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
そ
し
て
我
々
が

開
発
し
た
重
度
者
の
集
団
活
動
で
も
用
い

る
こ
と
が
で
き
るAssessment Scale for 

Engagement in Activities

（ASEA

）
な
ど

が
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
、
介
護
度
が
高
い
も
し
く
は

進
行
期
の
認
知
症
の
集
団
活
動
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
各
項
目
０
─
２
点
の
リ
ッ
カ
ー

ト
ス
ケ
ー
ル
で
表
定
さ

れ
、
活
動
、
覚
醒
、
領
域
、

感
情
領
域
の
４
領
域
10

項
目
20
点
満
点
の
観
察
式

評
価
で
あ
る
。
得
点
が
高

い
ほ
どEngagement

の

水
準
が
高
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
評
価
尺
度
は
筆
者

の
Ｈ
Ｐ
で
無
料
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
（https://

othiroyuki.com

）。
も
ち

ろ
ん
信
頼
性
・
妥
当
性
等

の
臨
床
的
な
有
用
性
は
検

証
し
て
い
る
（Tanaka H, 

et al., 2021, 2022

） 

。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ

う
に
、
認
知
症
者
に
活

動
を
用
い
て
介
入
す
る
際

に
は
、
そ
の
活
動
中
の

Engagement

の
水
準
を
評
価
し
、
可
能
な

限
り
そ
の
水
準
を
高
め
る
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
具
体
的
な
手
法
ま
で
は
紙
面
の
都
合
上

記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
の
Ｈ

Ｐ
に
「
認
知
症
の
方
へ
提
供
す
る
活
動
・
レ

ク
を
提
供
す
る
上
で
の
基
本
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
」
と
い
う
資
料
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

も
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

※�

本
稿
は
第
10
回
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
（
７
月
29
日

～
８
月
27
日
）
の
抄
録
で
す
。

図1. Comprehensive Process Model of Engagement (CPME)
engagementは, 用いる活動そのものの特性である刺激属性, 人的・物理的環境の特性である環
境属性, 対象者の好みなどその人の生活歴である個人属性から影響を受け, またengagementの
水準は対象者の情動・行動に影響を与える。

環境属性

環境・刺激
相互作用

個人・刺激
相互作用

刺激属性 Engagement 情動 行動

個人属性


